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地域農業の担い手として
　中田町浅水の佐々木卓哉さんは若い時に父を亡くし、しばらくは兼業で５ヘクタール弱の自
作地で水稲を主に作付けしていました。７年前に脱サラを決意して就農！！
　妻のみゆきさんと２人３脚で頑張っている認定農業者です。
　就農してからは、地元の浅水地区を中心に農地の借り入れなどで規模を拡大し、今では耕作
面積２３ヘクタール（水稲１５ヘクタール、牧草５ヘクタール、ポテトチップス用のジャガイ
モ３ヘクタール）を経営し、地元だけでなく地域を超えた担い手となっています。
　将来は５０ヘクタールまで経営面積を増やしたいと話しており、法人化も目指しています。

担当：五十嵐 幸喜 委員　
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新年のご挨拶

第１０回宮城県農業委員会大会

令和７年文化の日表彰

　新年を迎え皆様には健やかにお過ごしのこととお慶び申し上げます。
　昨年を振り返りますと「令和の米騒動」から常に米の価格に関する話題に事欠かない一年
でありました。また昨年末に近い１１月に就任した農林水産大臣は、一転して増産から減産
（転作）へと大きく舵をきったところですが、果たしてそれは国民の理解を得られたので
しょうか。いわゆる机上の「猫の目農政」再復活であり、ころころ変わる農業政策は関係機
関にも混乱をきたし農家からも反発を招くことは避けられません。農家の方々は単なる「操
り人形」ではありません。多くの人々は強く抗議したいという気持ちに駆られ、令和の「百
姓一揆」というデモ行進へと発展しました。そうした中、農業委員会が中心となってまとめ
た「目標地図」については、１０年後の将来に向けてさらにブラッシュアップを進めていく
ところですが、農林水産大臣の発言については多くの皆さんから「生産意欲」を削がれると

言い、一貫性を欠いていると戸惑いの声が聞かれるのも当然であります。農業委員会としては、これまで以
上に、担い手を育成し、農地を守り有効活用を図ることを重要な役割として、日々努力して参ります。また
この度、農水省では全国に向けて農業者との話し合いの場に調整役として職員を参加させるといいます。そ
の際には、できれば若い担い手の皆さんと将来に向けた方向性や「食料システム法」についても生産者とし
ての考え方を伝えられたらと大きな期待を抱かずにはいられません。農地は、国民の宝であります。農業、
農村の豊かさとは、単に生産高ではなく、どれだけ新たな人間のつながりを生み出すかが大切であり、伝
統、文化という社会的価値を地域内外に示し、人々が集う仕組みにすることが重要であります。
　農業委員会はすべての農業問題や課題についても、法律に基づく「意見書」の提出などをとおして皆様の
声をしっかりと受けとめ、にぎやかで魅力のある地域づくりに取り組んで参りますので、ご理解ご協力のほ
どをよろしくお願い申し上げ、新年のあいさつといたします。

　１１月１４日名取市文化会館で宮城県農業委員会大会が開催されました。
　大会では表彰が行われ、登米市からは在職期間が２０年になる門馬
一郎会長職務代理者、鈴木巖委員に知事感謝状が授与されました。
　記念講演では、東京大学大学院特任教授・名誉教授、食料安保推進財
団理事長の鈴木宣弘氏による「真の食料安全保証の実現に向けて～地域
計画の実効性確保と農業委員会の役割～」と題した講話を拝聴しまし
た。輸入に依存せず、安全で高品質な食料供給ができる日本の地域資源
循環農業の良さを守っていくことが農業を守り、子どもたちの未来を守
ることに繋がる大切なことであるという主張が印象的でした。

担当：小野寺 鉄子 委員　

会　長
高 橋 清 範

農業者年金に加入して安心で豊かな老後を！
　要　件
①年間６０日以上農業に従事
②国民年金第１号被保険者（国民年金保険料納付免除者を除く）
③６５歳未満（６０歳以上は国年任意加入者）

　１０月３０日に東京エレクトロンホール宮城で令和
７年文化の日表彰が行われ、高橋清範会長、門馬一郎
会長職務代理者、鈴木巖委員が産業功労者として表彰
されました。

YouTubeチャンネル開設しました。(宮城県農業会議)

農業者年金制度解説　篇 農業者年金加入者インタビュー　篇
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　１１月６日中田農村環境改善センターで、熊本県菊
陽町農業委員会からの視察研修を受け入れました。
　菊陽町では農業委員９名（うち女性委員２名）農地
利用最適化推進委員９名、事務局職員２名の計２０名
で農業委員会の業務を行っています。
　当市農業委員会からは、会長ほか各専門委員会委員
長、運営会議委員が出席しました。IT企業の参入が多
い菊陽町は、豊富な水資源を有する阿蘇山の近くに位
置しています。農業の主な作物はニンジンで、今後は
コメ栽培にも力を入れたいと語っていました。
　これからもこのような他市町村の視察研修を受け入
れ、登米市農業へ役立ててまいります。

担当：門馬 一郎 委員　

　
昨
年
は
「
今
日
も
暑
い
で
す
ね
」
の
一
言
の

挨
拶
か
ら
始
ま
る
毎
日
で
し
た
。
夏
の
水
不
足

で
鳴
子
ダ
ム
の
貯
水
率
が
ゼ
ロ
に
な
る
な
ど
、

用
水
の
番
水
制
を
取
り
な
が
ら
、
水
田
の
水
管

理
に
土
地
改
良
区
と
と
も
に
奮
闘
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
世
界
的
に
は
大
雨
に
よ
る
大
水
害
、

大
規
模
な
火
災
、
ま
た
国
内
で
は
ク
マ
が
町
中

に
ひ
ん
ぱ
ん
に
出
没
す
る
な
ど
大
き
な
自
然
災

害
の
多
い
年
で
し
た
。

　
米
の
価
格
は
久
し
ぶ
り
に
上
が
っ
た
も
の
の
、

ま
だ
ま
だ
問
題
は
多
く
残
っ
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
ご
意
見
ご
要
望
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
、
問
題
解
決
を
図
り
な
が
ら
、
情
報
発
信
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

門
馬 

一
郎 

委
員

欠員となっていた農地利用最適
化推進委員が決定しました。
(任期：令和８年７月23日まで)

欠員となっていた農地利用最適
化推進委員が決定しました。
(任期：令和８年７月23日まで)

第２地区（迫町新田の区域）
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新農地利用最適化推進委員紹介新農地利用最適化推進委員紹介
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熊本県菊陽町農業委員会を迎えて

未来の農業経営者と意見交換
　８月２９日中田農村環境改善センターで「農業者
等との意見交換会」が開催されました。毎年農政委
員会が主催し「市長等への意見書」に農業者の声を
反映することを目的としています。今回のテーマは
「若者が魅力を感じる農業」とし、宮城県登米総合
産業高等学校農業科の生徒と４Hクラブの会員を招き
意見交換が行われました。
　生徒からは「地域での関りや貢献」「スマート農
業」等に関心を抱いているとともに作業環境や労働
時間、特に給与については金額を提示するなど具体
性に富んでいました。４Hクラブの先輩農業者は自ら
の取り組み、経験を交えるなど活発な意見交換会で
した。農業科生徒のアンケート結果には、農業に対
する「職業としての魅力と期待」が読み取れ、意見
書に反映する道筋の一端が見えました。

担当：佐藤 久順 委員　

菊陽町視察研修

意見交換会の様子
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